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◎
特
集

  
そ
う
だ

    
産
直
に

      
行
こ
う



　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
地
域

で
消
費
す
る｢

地
産
地
消｣

。
食
の
安
全
に

つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
地
産
地
消

を
意
識
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

◎特集◎特集

そうだ  産直に  行こうそうだ  産直に  行こう

地元の農家の皆さんが
手塩にかけて育てた品が並ぶ農産物直売所(産直)。
開店直後に行けば
収穫されたばかりの野菜に巡り合うことも。
太陽の恵みと北上の大地で育った野菜を探しに
今日は産直に行ってみませんか？

　

地
産
地
消
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果

た
す
の
が
産
直
で
す
。
旬
の
食
材
は
季
節

と
と
も
に
移
り
変
わ
る
も
の
。
産
直
に
並

ん
で
い
る
農
産
物
を
見
れ
ば
、
そ
の
土
地

で
そ
の
時
期
に
採
れ
る
も
の
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
産
直
で
販
売
さ
れ

る
農
産
物
は
、
市
場
や
卸
売
を
通
さ
ず
生

産
者
が
直
接
持
ち
込
む
の
で
、
輸
送
時
間

や
流
通
コ
ス
ト
が
掛
か
ら
ず
、
一
般
的
に

新
鮮
で
安
価
で
す
。
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
安
心
感
も
あ
り
ま
す
。
生
産
者
か
ら
調

理
方
法
な
ど
を
直
接
聞
け
る
の
も
大
き
な

魅
力
で
す
。

　

生
産
者
側
に
と
っ
て
は
消
費
者
の
声
を

直
接
聞
け
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

生
産
活
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
産
直
は
消
費
者
と
生
産
者
と
の
大
事

な
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
ど
れ
ぐ
ら
い
産
直
を
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
県
内
の
売
上
額
の
推
移

を
見
る
と
、
年
々
増
え
て
い
て(

グ
ラ
フ

①)

、
多
く
の
農
産
物
が
産
直
で
購
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
産
直
同
士
の
情
報
交
換
を
進

め
、
産
直
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
、
本

年
度
に
北
上
市
産
地
直
売
所
連
絡
協
議
会

を
設
立
。
現
在
の
構
成
施
設
は
、
あ
ぐ

り
夢
く
ち
な
い
、
Ｊ
Ａ
産
直
あ
ぜ
み
ち
、

よ
っ
て
げ
市
、
し
ら
ゆ
り
１
号
館
、
し
ら

ゆ
り
２
号
館
、
パ
ル
母
ち
ゃ
ん
市
で
す
。

協
議
会
の
最
初
の
事
業
と
し
て
、
８
月
に

｢

北
上
に
ぎ
わ
い
産
直
ま
つ
り｣

を
開
催
し

ま
す(

５
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い)

。

　

産
直
に
は
元
気
な
お
母
さ
ん
た
ち
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
産
直
は
少
量
で

も
販
売
で
き
る
た
め
、
小
規
模
農
家
で
も

無
理
な
く
生
産
・
出
荷
が
で
き
、
高
齢
者

や
女
性
農
業
者
の
活
躍
の
場
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

さ
あ
、
元
気
と
旬
を
探
し
に
、
産
直
へ

出
掛
け
ま
せ
ん
か
。
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－ －2平成21年７月24日

に
ぎ
わ
い
産
直
ま
つ
り

　
　
　
　
　

を
開
催
！

大
き
な
役
割
を

　
　
　
　

果
た
す
産
直

高
ま
る｢

地
産
地
消｣

　
　
　
　
　

へ
の
関
心

問い合わせ  農政課  内 線  5116～5119

(写真＝毎週日曜日に江釣子ＳＣパルで開催している｢母ちゃん市｣)



　

産
直｢

よ
っ
て
げ
市｣

と｢

し
ら
ゆ
り
１

号
館｣

に
出
荷
し
て
い
る
小
原
さ
ん
。
ハ

ク
サ
イ
や
ダ
イ
コ
ン
、
ピ
ー
マ
ン
、
山
菜

類
な
ど
30
種
類
以
上
の
野
菜
を
出
荷
し
て

い
ま
す
。
以
前
は
米
を
主
に
栽
培
し
て
い

ま
し
た
が
、｢

近
く
に
産
直
が
で
き
て
か

ら
は
少
量
で
も
出
荷
で
き
る
の
で
、
気
軽

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た｣

と
徐
々

に
種
類
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

｢

農
薬
は
控
え
め
。
お
客
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
大
き
さ
や
形
に
な
る

よ
う
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
多
少
形
が
悪

く
て
も
品
質
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
よ｣

と
話
す
小
原
さ
ん
。
産
直
で
は
自
ら
レ
ジ

に
立
っ
て
販
売
を
し
て
い
る
の
で
、
お
客

さ
ん
か
ら
の
感
想
が
直
接
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
料
理
の
仕
方
や
加
工
品
の
作
り
方
な

ど
を
お
客
さ
ん
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
り
、
逆

に
教
わ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
そ
う
で
す
。

　

昆
野
さ
ん
は
自
宅
の
２
・
７
㌶
の
水
田

で
ひ
と
め
ぼ
れ
と
も
ち
米
を
特
別
栽
培
米

と
し
て
作
付
け
し
て
い
ま
す
。
特
別
栽
培

米
は
、
一
般
の
お
米
と
比
べ
農
薬
の
使
用

回
数
と
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
量
を
半
分

以
下
に
抑
え
て
生
産
さ
れ
た
お
米
。
昆
野

さ
ん
は
、
９
割
を
Ｊ
Ａ
に
、
１
割
を
産
直

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

産
直
に
は｢

お
い
し
い｣｢

安
心
し
て
食

べ
ら
れ
る｣

と
い
う
声
や
、
時
折
ク
レ
ー

ム
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

｢

厳
し
い
目
で
見
ら
れ
て
い
る
証
拠
。
消

費
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
毎
日
食
べ
る
も
の

だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
を

選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
分
、
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
農
家
は
丹
精
込

め
て
作
っ
て
い
る
。
選
ん
で
い
た
だ
け
る

こ
と
で
、
農
家
の
生
産
意
欲
も
増
す｣

と
地

産
地
消
へ
期
待
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
有
志
に
よ
る｢

作さ

く

ら

食
楽

の
会｣

で
は
、｢

が
ん
づ
き｣

や｢

き
り
せ
ん

し
ょ｣

な
ど
、
昔
懐
か
し
い
お
菓
子
を
作

り
、
産
直
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
岩
手
県
の｢

食
の
匠｣

に
認
定

さ
れ
て
い
る
菊
池
エ
ミ
さ
ん
の
豆ま

め
ぎ
ん
と
う

銀
糖
は
、

午
前
中
に
完
売
す
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
の

人
気
商
品
。
青
と
黄
の
２
色
の
き
な
粉
と

も
ち
粉
、
砂
糖
を
使
っ
た
お
菓
子
は
見
た

目
も
味
も
素
朴
で
お
い
し
い
と
好
評
で
す
。

｢

豆
を
使
っ
た
お
菓
子
は
体
に
い
い
。
育

ち
盛
り
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に
も
ぜ

ひ
食
べ
て
も
ら
い
た
い｣

と
郷
土
の
お
菓

子
の
伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

▼

春から秋にかけてた
くさんの野菜や加工品
を出品している小原英
子さん
▼自らレジに立ち、お
客さんとのコミュニケ
ーションを大切にして
います

▲自慢の水田の前で｢空
梅雨のおかげで、今年
の米も上々の出来｣と
話す昆野将元さん

▼

白米だけでなく玄米
も売られています　

▼

｢食の匠｣に認定され
ている菊池エミさんの
豆銀糖
▼菊池さん(左)。｢作
食楽の会｣会長の小原
セツ子さん(中・和賀
町藤根)は｢がんづき｣、
千田祐子さん(滑田)は
｢ごまロール｣などを出
品しています

産
直
出
品
者
に
聞
き
ま
し
た

小 
原  

英え
い 

子こ  

さ
ん 

　
　
　

(
和
賀
町
山
口)

野
菜

菊 

池  

エ 

ミ  

さ
ん 

　
　
　
　
　
　

(

滑
田)

菓
子

昆  

野  

将し
ょ
う 

元げ
ん  

さ
ん 

　
　
　
　
　

(

口
内
町)
米
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◎特集　
そうだ  産直に  行こう



・営業時間……毎週火・金曜日
　　　　　　　(６月～11月まで)
　　　　　　　午後２時～６時
・場　　所……上江釣子19地割地内
・問い合わせ…北上地方生活研究グループ
　　　　　　　江釣子支部
　　　　　　　☎77-3376 (代表:菊池)

・営業時間……毎日(毎月１日は定休日)
　　　　　　　午前９時～午後６時
・場　　所……流通センター19-33
・問い合わせ…☎71-1338

①⑥

⑤
④③ ②

①ＪＡ産直あぜみち①ＪＡ産直あぜみち

・営業時間………毎日
　　　　　　　　午前９時～午後６時
・場　　所………口内町松坂214-4
・問い合わせ……☎69-2200
・ホームページ…http://www.ginga.or.jp/　
　　　　　　　　 ̃agurimu/

②あぐり夢くちない②あぐり夢くちない

・営業時間……毎週日曜日
　　　　　　　午前10時～午後４時
・場　　所……北鬼柳19-68
　　　　　　　(江釣子ＳＣパル内)
・問い合わせ…☎65-2511 (パル)

③パル母ちゃん市③パル母ちゃん市④しらゆり２号館④しらゆり２号館

至奥州市至奥州市

107

至
奥
州
市

至
奥
州
市

至
市
街
地

至
市
街
地

浮牛城浮牛城
農村公園農村公園

１ ２

３ ４

５ ６

７
１これからの季節はピーマンやトマト
など夏野菜が豊富に並びます
２｢がんづき｣や｢きりせんしょ｣など昔
懐かしい手作りのお菓子
３お勧めの調理方法を紹介したポップ
４詰め放題など楽しいイベントが催さ
れるときもあります
５産直組合員が講師の梅干し漬け講習会
６秋田市から立ち寄ったご夫婦。鮮度
がよく、安いとご満悦でした
７調理方法やいつ採れた野菜かあれこ
れ質問できるのも産直の楽しみの一つ

107

至中部病院至中部病院

江釣子ＳＣパル江釣子ＳＣパル

母ちゃん市母ちゃん市

アパートアパート

コンビニコンビニ

しらゆりしらゆり
２号館２号館

北
上
江
釣
子
Ｉ
Ｃ

北
上
江
釣
子
Ｉ
Ｃ

※市内にはこのほかにも産直がありますが、

｢北上にぎわい産直まつり｣(５㌻参照)に参加

する施設を掲載しています。

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

北上北上産直産直マップマップ

口内地区口内地区
交流センター交流センター

口内口内
郵便局郵便局

至国道至国道
　４号　４号

－ －4平成21年７月24日

至
黒
岩

至
黒
岩



生産者の顔が見えるのがいい

・営業時間……毎週火・金曜日
　　　　　　　(６月～11月まで)
　　　　　　　午後３時～６時
・場　　所……和賀町山口44地割地内
・問い合わせ…北上地方生活研究グループ
　　　　　　　和賀支部
　　　　　　　☎73-5592 (代表:高橋)

北上北上
にぎわい産直まつりにぎわい産直まつり スタンプラリースタンプラリー

・営業時間……毎週土・日曜日
　　　　　　　(４月～12月まで)
　　　　　　　午前９時～午後２時
・場　　所……和賀町横川目11-146-3
・問い合わせ…☎72-2300 (営業時間のみ)

⑥よってげ市⑥よってげ市

⑤しらゆり１号館⑤しらゆり１号館

　肉や魚はスーパーで、野菜

は産直で買うようにしていま

す。産直の魅力は何と言って

も生産者の顔が見えるところ。

名前を出して売っているわけ

ですから、野菜一つ一つに生

産者のこだわりが込められて

いると思います。自信がなけ

ればできないことですよね。

　市内外を問わず、いろいろ

な産直を回っています。地域

によって特色があるのが面白

いですね。生産者の皆さんの

生産意欲につながるような消

費を心掛けていきたいです。

松 本　恵 子 さん
　(村崎野)

北上の旬をお届けします

小 原　逸 朗 さん
(ＪＡ産直あぜみち産直部会長)

　にぎわい産直まつりに合わせて、スタン

プラリーを開催します。金額にかかわらず、

買い物をするとスタンプをお付きます。

　６店舗制覇した人には全店舗で使える

500円分の商品券を差し上げます。

【しらゆり１号館】
　８月７日(金)・11日(火)
　・12日(水)15:00～18:00
　※８月12日(水)は｢お盆市｣
　※８月14日(金)は臨時休業
【しらゆり２号館】
　８月７日(金)・11日(火) 
　14:00～18:00
　※８月14日(金)は臨時休業
【あぐり夢くちない】
　８月８日(土)～13日(木)
　 9:00～18:00
　※｢おかえりなさいお盆セ
　　  ール｣と合わせて実施

【よってげ市】
　８月８日(土)・９日(日)
　・12日(水) 9:00～14:00
　※｢お盆セール｣と合わせ
　　て実施
　※８月15日(土)・16日(日)
　　は臨時休業
【パル母ちゃん市】
　８月９日(日)10:00～16:00
【ＪＡ産直あぜみち】
　８月12日(水)・13日(木)
　 9:00～18:00 ８月７日 金 

　　　～31日 月

６店舗すべて集めると
500円分のクーポン券を
もれなくプレゼント! !

産
直

　旬を大切にし、おいしいも

のを一番おいしい時期に豊富

にそろえるように心掛けてい

ます。野菜が午前中で売り切

れると、組合員に電話をかけ、

午後にも出荷してもらうこと

もあります。新鮮さ、地元の

信頼性を大事にしています。

　産直の魅力を高めるために

は、組合員全員がバラつきの

ない良いものを作ることが必

要です。そのため、学習会を

開催したり、お互いに助け合

ったりしながらみんなでレベ

ルアップを図っています。
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和賀庁舎和賀庁舎

しらゆり１号館しらゆり１号館

よってげ市よってげ市

和賀川和賀川

北上西ＩＣ北上西ＩＣ

JR北上線JR北上線

コ
ン
ビ
ニ

コ
ン
ビ
ニ

J
A
J
A
横
川
目
支
店

横
川
目
支
店

至
西
和
賀
町

至
西
和
賀
町

至
江
釣
子

至
江
釣
子

ふるさと体験館ふるさと体験館

秋田自動車道秋田自動車道

第442号－ －5

◎特集　
そうだ  産直に  行こう



◇文芸部門
短　歌　

▲

規定＝当季雑詠、１人５首まで、はがきで
俳　句　

▲

規定＝当季雑詠、１人５句まで、はがきで
川　柳　

▲

規定＝当季雑詠、１人３句まで、はがきで

随　筆　

▲

規定＝400字詰め原稿用紙に５枚程度
　　　　　　　   (ワープロ原稿可)

※申し込み＝10月15日(木・必着)までに和賀地区交流
センター(〒024-0332和賀町竪川目２-18-２☎72-2215)
へ。提出後の訂正などには応じかねます。応募作品は
自作未発表のもの。ペンまたはボールペンを使用して
ください。

◇美術部門
絵　画　

▲

規定＝日本画、洋画、水彩画、デザイン、
　　　　版画など縦横２㍍以内

　　　　

▲

申し込み＝高橋平
ひらみつ

光(☎73-5592)へ
書　道　

▲

規定＝半紙、条幅は１人２点、色紙は１人
           １点まで。題材は自由

　　　　

▲

申し込み＝伊藤久男(☎72-3644)へ
写　真　

▲

規定＝題材は自由。出品数制限なし

　　　　

▲

申し込み＝柏葉茂(☎68-4000)へ
※申し込み締め切り…10月15日(木)厳守

◇展示部門
菊　花　

▲

規定＝出品制限なし
　　　　

▲

申し込み＝照井静雄

　　　　(☎72-2049)へ
華　道　

▲
規定＝１人１点

　　　　
▲

申し込み＝小原信子(☎72-2332)へ
盆　栽　

▲

規定＝１人２点以内

　　　　

▲

申し込み＝高橋重光(☎72-3156)へ
押花・ちぎり絵
　　　　

▲

規定＝出品制限なし。展示可能なもの

            

▲

申し込み＝押花は菊池悦子(☎72-2057)、
             ちぎり絵は高橋清子(☎72-2245)へ
手　芸　

▲

規定＝出品制限なし

　　　　

▲

申し込み＝菊池芳子(☎72-2545)、パッチワ
            ークは小松トシ(☎72-2708)、アメリカンフラ
            ワーは大沼英子(☎72-3168)へ
※申し込み締め切り…10月15日(木)厳守

◇児童部門　幼児、小・中学生作品も同時募集します
※申し込み…和賀町文化祭実行委員会
　(和賀地区交流センター内☎72-2215)

市民芸術祭
◇文芸部門

詩　　　

▲

規定＝題、長さは自由。400字詰め原稿用
　　　　紙に、万年筆またはボールペン書きで

　　　　

▲

応募料＝1,000円(作品集代として、応募時
　　　　に送金)

  　　 　

▲

申し込み＝９月11日(金)までに｢北上市民芸
　　　　術祭応募作品｣と封筒に朱書きし八重樫哲(〒

　　　　024-0094本通り３-１-22☎63-5614)へ。作品
　　　　の訂正、作品集の発送には応じません
写　真　

▲
規定＝題材は自由で１人３点まで。大きさ

　　　　は四つ切りから全紙まで

　　　　

▲

出品料＝1,000円
　　　　

▲

申し込み＝８月30日(日)までに平和堂(〒02
　　　　4-0051相去町蒼前森２-７☎67-2006)へ。受
　　　　け付け後、本人の都合で出品しない場合、出
　　　　品料は返金しません

◇児童部門

　第12回北上市小学校児童作品展の募集作品は、絵画、
立体、書道、家庭科作品です。詳しい内容は各学校に
お知らせしています。これまで通り各地区の募集もし
ます。

問い合わせ　学校教育課 内線 5235

全地区共通和賀地区文化祭

※昨年度の芸術祭の様子
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作品
募集

◇文芸部門
短　歌　

▲

規定＝題自由　当季雑詠
　　　　

▲

会費＝500円(11月14日(土)『北上市民短歌
　　　　の集い』会費)※当日は昼食持参
　　　　

▲

申し込み＝はがきに１首書き、10月20日(火)
　　　　までに佐藤怡

い あ つ

當(〒024-0024中野町３-15-９☎
　　　　64-6863)へ
俳　句　

▲

募集句＝当季雑詠(３句１組)、未発表作品
　　　　で１人何組でも可
　　　　

・

投句＝９月20日(日)までに投句用紙または
　　　　原稿用紙に①郵便番号、住所、氏名、電話番
　　　　号②10月25日(日)開催の俳句大会への出欠③
　　　　作品を明記し、北上地区俳句大会事務局(〒02
　　　　4-0024中野町２-９-14高橋みさ男)へ
　　　　・投句料＝１組1,000円(直接申し込みまたは郵
　　　　便小為替で)
　　　　

▲

席題句＝嘱目３句。俳句大会:10月25日(日)午前
　　　　 10時から生涯学習センターで(11時投句締め切り)
　　　　・投句料＝1,000円
　　　　・問い合わせ＝菅原典子(☎64-2403)
川　柳　

▲

宿題＝｢世｣｢平｣｢波｣｢広｣｢化｣
　　　　

▲

席題＝当日発表・二題
　　　　

▲

会費＝500円(昼食代含む)、投句のみ300円
　　　　(11月５日(木)『市民川柳大会』会費)
　　　　

▲

投句＝10月31日(土)までに川柳北上吟社(〒
　　　　024-0022黒沢尻１-９-21鈴木方☎63-3457)へ。
　　　　各題３句
◇美術部門
アンデパンダン美術展
　　　　

▲

規定＝絵画(油彩・水彩・アクリル・その
　　　　他)、版画。100号以内１人１点。彫刻１人１
　　　　点30㎏以内
　　　　

▲
出品料＝1,000円

　　　　
▲

申し込み＝８月31日(月)までに、はがきに
　　　　①種類②号数③題名④作者名⑤住所⑥電話番

　　　　号を明記し、都鳥源司(〒024-0056鬼柳町卯
　　　　の木156-１☎67-4655)へ。搬出入については
　　　　後日出展者に連絡します
書　道　

▲

規定＝１人１点。縦2.4㍍×横1.8㍍以内の
　　　　額装、軸装など
　　　　

▲

出品料＝1,000円
　　　　

▲

申し込み＝８月31日(月)までに①出品者名
　　　　②部門別を明記し、佐藤松

しょうげつ

月(〒024-0004村
　　　　崎野18-83-３☎66-6250)へ。搬出入について
　　　　は後日連絡します
水墨画　

▲

規定＝水墨画、墨彩画。１人２点以内。色
　　　　紙以上20号までの額装
　　　　

▲

出展料＝無料
　　　　

▲

申し込み＝８月31日(月)までに、はがきに
　　　　①号数②題名③作者名④住所⑤電話番号を明
　　　　記し、石川武士(〒024-0012常盤台１-10-３☎
　　　　64-3891)へ。搬入は９月26日(土)午前10時に
　　　　市民交流プラザへ。搬出は10月４日(日)午後
　　　　３時

◇文芸部門
俳　句　

▲

規定＝中学生:雑詠２句、一般:当季雑詠３句
短　歌　

▲

規定＝中学生:雑詠２首、一般:雑詠３首

※申し込み…400字詰め原稿用紙に楷
かい

書
しょ

で明記し、10月
　９日(金)までに江釣子地区交流センター(〒024-0071
　上江釣子17-116☎77-2468)へ

◇美術部門
絵　画　

▲

規定＝小・中学生、一般ともに自由。小・

            中学生は学年で10点以内
書　道　

▲

課題・規定＝小学１年｢しか｣２年｢つきみ｣      
         ３年｢かれくさ｣いずれも半紙に楷書で。小学  
　　　　４年｢中秋の月｣５年｢実りの秋｣６年｢月世界
　　　　の友｣いずれも半紙三枚判に楷書で。中学生
　　　　｢清水里垂井｣条幅に楷書で
写　真　

▲

規定＝カラー・白黒ともキャビネ判以上で、
　　　　１人５点まで。題は自由(地区内の風景、行事、
　　　　思い出、家族など)

※申し込み…10月23日(金)までに江釣子地区交流セン
　ター(☎77-2468)へ

◇展示部門
菊　花　

▲

規定＝出展制限なし

　　　　

▲

申し込み＝10月23日(金)まで
　　　　

▲

搬入＝10月30日(金)夕方まで
生け花　

▲

規定＝出展制限なし

　　　　

▲

申し込み＝10月23日(金)まで
　　　　

▲

生け込み＝10月30日(金)夕方まで
生活展　

▲

規定＝地区民の作品

　　　　

▲

申し込み＝10月23日(金)まで
※申し込み…江釣子地区交流センター(☎77-2468)へ

市民芸術祭市民芸術祭

今年も市民芸術祭の作品募集が始まります。今年も市民芸術祭の作品募集が始まります。
日ごろ、皆さんが取り組んでいる文芸や美術日ごろ、皆さんが取り組んでいる文芸や美術
などの作品を発表する良い機会です。などの作品を発表する良い機会です。
お気軽に出品してください。お気軽に出品してください。

第19回
北上地区芸術祭

江釣子地区文化祭

 問い合わせ  生涯学習文化課  内線  3784
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●
部
門　

①
ソ
ロ
の
部
②
コ
ー
ラ

ス
の
部(

男
声
、
女
声
、
混
声)

●
参
加
資
格　

ア
マ
チ
ュ
ア

●
申
し
込
み　

専
用
の
用
紙
か
、

は
が
き
な
ど
に
①
部
門
名
②
氏
名

(

コ
ー
ラ
ス
部
門
の
場
合
は
団
体

名
、
参
加
人
員
、
合
唱
形
態
『
例:

混
声
２
部
合
唱
』
、
指
揮
者
、
伴

奏
者
、
責
任
者
、
ピ
ア
ノ
以
外
の

楽
器
を
使
用
す
る
場
合
は
そ
の
楽

器
名)

③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
主

催
者
の
伴
奏
で
歌
う
場
合
は
歌
う

キ
ー(

○
○
調)

－

を
記
入
し
、
９

月
７
日(

月)

必
着
で
商
業
観
光
課

(

〒
０
２
４-

８
５
０
１
住
所
記
載

不
要)

へ

●
参
加
料　

①
ソ
ロ
の
部
２
千
円

②
コ
ー
ラ
ス
の
部(

決
勝
進
出
者

の
み)

３
千
円(

ど
ち
ら
も
中
学
生

以
下
無
料)

。
申
込
時
に
現
金
書

留
ま
た
は
次
の
口
座
に
振
り
込
み

※
コ
ー
ラ
ス
の
部
は
別
途

▽
銀
行
名　

岩
手
銀
行
北
上
支
店

▽
口
座
番
号　

普
通
口
座

　
　
　
　
　
　

１
１
４
４
１
８
２

▽
口
座
名
義　

北
上
夜
曲
歌
唱
コ

ン
ク
ー
ル
全
国
大
会　

実
行
委
員

長　

赤
坂
忠
美

●
予
選
会　

①
ソ
ロ
の
部　

任
意

に
選
択
し
た
１
コ
ー
ラ
ス
を
主
催

者
が
用
意
す
る
伴
奏
に
合
わ
せ
て

歌
う
。
上
位
７
人
が
決
勝
大
会
へ

②
コ
ー
ラ
ス
の
部　

応
募
多
数
の

場
合
ビ
デ
オ
テ
ー
プ(

Ｖ
Ｈ
Ｓ)

か

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
予
選
審
査
を
行
う
。

ビ
デ
オ
審
査
を
行
う
か
ど
う
か
は

申
し
込
み
締
め
切
り
後
に
連
絡
す

る
の
で
、
申
込
時
の
提
出
は
不
要
。

ビ
デ
オ
審
査
を
行
う
場
合
、
カ
メ

ラ
を
正
面
に
設
置
し
て
マ
イ
ク
を

使
用
せ
ず
に
１
コ
ー
ラ
ス
を
撮
影

し
、
未
編
集
の
も
の
を
９
月
18

日(

金)

必
着
で
同
課
へ(

応
募
用
テ

ー
プ
は
返
却
し
な
い)

。
決
勝
進

出
者
は
10
組
。
結
果
は
９
月
25

日(

金)

ま
で
に
応
募
者
へ
通
知

●
決
勝
大
会　

歌
詞
の
１
番
か
ら

６
番
ま
で
の
う
ち
２
コ
ー
ラ
ス
を

任
意
に
選
択
し
て
歌
う

●
表
彰　

２
部
門
と
も
に
最
優
秀

賞
と
優
秀
賞
。
最
優
秀
賞
に
は
副

賞
と
し
て
地
場
産
品
な
ど
の
賞
品

を
授
与

●
交
流
会　

午
後
７
時
30
分
か

ら
小
ホ
ー
ル
で
。
会
費
１
人
２
千

円

第第2222回回

北
上
夜
曲
歌
唱

北
上
夜
曲
歌
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

と　

き
・
と
こ
ろ　

と　

き
・
と
こ
ろ　

1010
月
３
日

月
３
日((

土土))　　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予 

選 

会
▽
午
前
10
時
か
ら　

中
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
勝
大
会
▽
午
後
３
時
か
ら　

大
ホ
ー
ル

 

問
い
合
わ
せ

　

   

商
業
観
光
課 

内
線 

３
３
５
１

出
場
者
申
し
込
み

入
場
料　

予

入
場
料　

予  
選選  

会　

無
料

会　

無
料

　
　
　
　

決
勝
大
会　

大

　
　
　
　

決
勝
大
会　

大　　
　

人人　

前
売
り
２
０
０
０

前
売
り
２
０
０
０
円(

当
日
２
５
０
０
円)

※
う
た
ご
え
歌
集
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
中
高
生

小
中
高
生　

無　

料

無　

料

北上夜曲の原風景フォトコンテスト
８月21日(金)まで

　北上夜曲の詞と曲のイメージにふさわしい
｢詩情の街北上｣の写真を募集します。△

応募条件…応募数、プロ、アマチュアは問
いませんが、未発表のカラー写真に限ります△

応募方法…題名(ふりがな)、撮影場所、撮影
年月日、氏名(ふりがな)、年齢、職業、住所、
電話番号を記入した用紙を、応募写真の裏面
にテープで張り付け(のり付けは不可)、郵便また
は宅配便(元払い)でカメラのちば各店店頭へ△

応募・問い合わせ…カメラのちば本店
　　　　　　　　　☎63-6612(本通り1-4-11)

特別ゲスト｢新宿ともしび｣

歌声喫茶から世に広まった北上夜曲。歌声

喫茶の老舗｢新宿ともしび｣のメンバーがゲス

ト。青春の歌を大いに歌いませんか！

♪歌のワークショップ
　歌う姿勢や声の出し方、北上夜曲歌唱のポ
イントなどを指導します。

▽ とき…８月24日～９月14日の月曜日(全４
回)、午後７時30分～８時30分

▽ところ…高与音楽教室(新穀町)

▽講師…高橋汀
て い こ

子さん

▽定員・参加料…20人(先着順)・1,000円

▽申し込み…商業観光課へ
３
日
に
行
わ
れ
た
東
京
予
選
会

の
様
子

第21回北上夜曲歌唱コンクールの様子

－ －8平成21年７月24日



市

国
民
体
育
大
会
主
会

場
が
北
上
に
決
定

いわてデジタルエンジニア育成センターの看
板を上掲している達増知事と伊藤市長

　

平
成
28
年
に
開
催
予
定
の
第

71
回
国
民
体
育
大
会
の
県
準
備

委
員
会
は
６
月
24
日
、
主
会
場

を
北
上
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

同
競
技
場
で
は
、
開
・
閉
会
式
と

陸
上
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
23
年
に
は
同
競
技
場

で
北
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
陸
上

競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

景
気
悪
化
に
伴
う
厳
し
い
雇
用

情
勢
を
受
け
、
市
と
北
上
公
共
職

業
安
定
所(

宇
夫
方
明
所
長)

、
県

南
広
域
振
興
局
北
上
総
合
支
局(

遠

藤
譲
一
局
長)

は
２
日
、
北
上
商

工
会
議
所(

中
村
好
雄
会
頭)

と
北

上
工
業
ク
ラ
ブ(

高
須
信の

ぶ
よ
し賢

会
長)

に
対
し
て
求
人
の
早
期
提
出
や
新

規
学
卒
者
の
採
用
枠
確
保
を
要
請

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
６
月
か
ら
始
ま
っ
た

高
卒
者
対
象
の
求
人
受
理
件
数
が

前
年
に
比
べ
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
受
け
て
の
取
り
組
み
。

地
元
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る

生
徒
が
地
元
に
就
職
で
き
、
若
い

人
が
地
域
に
定
着
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

伊
藤
市
長
は
併
せ
て
、
会
員
企

新
規
学
卒
者
の
採
用

枠
確
保
を
要
請

３
次
元
も
の
づ
く
り

人
材
育
成
拠
点
が
開
所

　

岩
手
県
と
市
、
北
上
川
流
域

地
域
産
業
活
性
化
協
議
会(

会

長
・
伊
藤
彬
北
上
市
長)

が
新
設

し
た｢

い
わ
て
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ

ニ
ア
育
成
セ
ン
タ
ー｣
の
開
所
式

は
３
日
、
基
盤
技
術
支
援
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

産
学
官
関
係
者
約
50
人
が
出

席
。
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
は

｢

企
業
の
即
戦
力
と
な
る
優
秀
な

人
材
を
継
続
的
に
育
成
・
輩
出
し
、

地
域
企
業
の
開
発
力
・
提
案
力
の

強
化
、
研
究
開
発
部
門
の
誘
致
が

は
か
ら
れ
、
国
内
有
数
の
も
の
づ

く
り
産
業
集
積
地
を
形
成
す
る
こ

と
を
願
う｣

と
あ
い
さ
つ
。
達
増

知
事
と
伊
藤
市
長
は
同
支
援
セ
ン

タ
ー
玄
関
前
に
い
わ
て
デ
ジ
タ
ル

エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
セ
ン
タ
ー
の
看

板
を
掲
げ
た
後
、
担
当
者
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
育
成
セ
ン
タ
ー
内

に
整
備
さ
れ
た
機
器
を
実
際
に
体

験
し
ま
し
た
。

　

市
は
平
成
18
年
度
か
ら
３
次

元
も
の
づ
く
り
革
新
事
業
を
ス
タ

ー
ト
。
19
年
度
か
ら
市
も
参
画

す
る
同
協
議
会
が
経
済
産
業
省
の

国
庫
補
助
を
活
用
し
事
業
を
展
開
。

本
年
度
か
ら
県
も
参
画
し
、
３
次

元
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
の
取
り

高度３次元設計システム｢ＣＡＴＩＡ｣
を体験する伊藤市長

組
み
を
全
県
的
な
も
の
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
講
習

ス
ペ
ー
ス
を
新
設
し
、
機
器
を
大

幅
に
増
設
す
る
な
ど
規
模
を
拡
大

し
、
整
備
し
ま
し
た
。

●
27
人
が
飛
躍
を
誓
う

　

３
次
元
設
計
技
術
者
養
成
講
座

｢

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ａ(

キ
ャ
テ
ィ
ア)｣

コ

ー
ス
・｢

Ｓ
ｏ
ｌ
ｉ
ｄ　

Ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
ｓ(

ソ
リ
ッ
ド
・
ワ
ー
ク
ス)｣

コ
ー
ス
の
合
同
開
講
式
は
、
開
所

式
終
了
後
、
同
支
援
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
生
27
人
が
出
席
。
同
協

議
会
の
伊
藤
会
長
は｢

次
の
ス
テ

ッ
プ
・
飛
躍
の
場
に
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
貴
重
な
戦
力
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す｣

と
あ
い
さ

つ
。
受
講
生
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ａ
コ
ー

ス
髙
岡
舞
さ
ん(

北
上
市)

が｢

終

了
す
る
ま
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い｣
、
Ｓ
ｏ
ｌ
ｉ
ｄ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ

コ
ー
ス
綿
引
智と

も
あ
き亮

さ
ん(

金
ケ
崎

町)

が｢
も
の
づ
く
り
の
発
展
に
寄

与
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い｣

と

決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　

両
コ
ー
ス
と
も
６
日
か
ら
始
ま

り
、｢

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ａ｣
コ
ー
ス
が

11
月
２
日
ま
で
計
70
日
間
、｢
Ｓ

ｏ
ｌ
ｉ
ｄ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ｣

コ
ー

ス
が
10
月
９
日
ま
で
計
60
日
間
、

い
わ
て
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
育

成
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

国体主会場に決定した北上総合運動公園陸上
競技場

市・北上職安・北上総合支局からの要望書
を受け取る中村会頭(右)

業
へ
雇
い
止
め
や
解
雇
の
自
粛
と

正
規
雇
用
の
拡
大
、
障
が
い
者
や

母
子
家
庭
の
人
の
雇
用
拡
大
を
要

請
し
ま
し
た
。

　

北
上
職
安
管
内
の
月
間
有
効
求

人
倍
率
は
５
月
が
県
内
最
低
水
準

の
０
・
１
９
倍
で
、
厳
し
い
雇
用

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
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小学生の体験発表会

感じたことを素直に伝えて

　小学生の体験発表会(市地域安全推進市民会議主催、

会長・伊藤彬市長)は１日、いわさき小学校体育館で

行われました。市内18校６年生の代表児童は、日ご

ろの学校や家庭生活、地域で体験したことや感じたこ

と、意見や将来の夢などを堂々と発表しました。この

発表会は、児童の健全育成活動の一環で開催されて

いるもので、今回で19回目となります。審査の結果、

齋藤楽
ら ら

々さん(飯豊小)、阿部潤也君(照岡小)、千葉雅

幸君(黒西小)、門屋左京君(いわさき小)、及川麻弥さ

ん(黒岩小)が優秀賞を受賞しました。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
北
上
集
会(

４

日
・
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館)

で
も
、
５
人

は
発
表
し
ま
し
た

伊勢の森の大乗会
109年ぶりに舞った演目も

｢

橋
引｣(

村
崎
野
大
乗
神
楽)

は
江
戸
時
代
の

伍
代
院
文
書
を
基
に
復
活
さ
せ
た
演
目

　奥
おくでらぜき

寺堰の完成330年を記念した｢伊勢の森の大
だいじょうえ

乗会｣(八

重樫瑞郎実行委員会長)は12日、天
あまてらすみおや

照御祖神社(伊勢神

社・村崎野)で催されました。午前８時からの式典を

皮切りに９時から午後10時過ぎまで、｢和賀の大乗神

楽｣(県指定無形民俗文化財)を伝承する村崎野、和賀、

宿、上宿、笹間(花巻市)の５団体が31演目を奉納、披

露し、地域の繁栄と安泰を祈願しました。大乗会は、

平成16年に和賀町煤孫で104年ぶりに開かれて以来５

年ぶりのことで、中には109年ぶりに復活された演目

｢橋引｣も披露され、神楽ファンを魅了しました。

婦人消防協力隊に内閣総理大臣表彰

婦
人
消
防
協
力
隊
と
し
て
は
全
国
で
２
団

体
が
受
賞
し
ま
し
た

防火啓発活動に栄誉

　更木地区に、桑の葉を使ってお茶を作る｢桑茶加工

施設｣が完成し、２日に安全祈願祭と落成祝賀会が行

われました。新たな特産品開発をと地区住民らは、か

つて盛んだった養蚕の名残の桑に着目しました。岩手

大学などの協力を得ながら検討を続け、農業生産法人

㈱更木ふるさと興社(小原孝也代表取締役社長)を設立。

健康食品メーカーのトヨタマ健康食品(株)(東京・井上

晃代表取締役社長)と共同で生産、加工、販売してい

きます。小原社長は｢更木の振興に役立てていきたい｣

と抱負を語りました。

桑茶加工施設落成

更木の新たな特産に

　北上市婦人消防協力隊連絡協議会(千田トミ子会

長・40隊6,876人)は１日、21年安全功労者内閣総理

大臣表彰(火災予防部門)に選ばれました。３年の発足

以来｢地域の防災は家庭から｣の理念の下、消防団活動

を側面から協力援助し、会員相互の防火・防災力向上

を図りながら、市民の火災予防意識の高揚に努めてき

た活動などが評価されたものです。千田会長は｢何か

新しいことをするのではなく、日ごろから気を付けな

ければならないことを、地道に続けていくことが大切｣

と決意を新たにしていました。

施
設
は
Ｊ
Ａ
の
米
倉
庫
を
改
修
し
た
も
の
。

桑
茶
の
加
工
に
従
業
員
は
精
を
出
し
ま
す
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　市立博物館に展示されている八天遺跡(更木町)出土

の｢耳・鼻・口形土製品｣(国指定重要文化財)が、９月

10日～11月22日まで大英博物館(英国ロンドン)に展

示されることになりました。

　文化庁・東京国立博物館・大英博物館主催の｢土偶

展｣に出品するもので、７月30日からしばらくの間、

　　　　　　　　　　　　市立博物館で実物を見るこ

　　　　　　　　　　　　とができなくなります。日

　　　　　　　　　　　　本の縄文文化代表の一つと

　　　　　　　　　　　　して、英国人に何を語るの

　　　　　　　　　　　　でしょうか。

大英博物館に八天遺跡の遺物を展示
縄文の祈りを英国に

北上地区いきいきシルバースポーツ大会

ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
、イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
も
で

き
た
は
ず
…
無
理
を
し
な
い
こ
と
も
健
康

の
秘
け
つ
で
す

もしもの時の備えに
飯豊中学校にＡＥＤを寄付

代
表
理
事
か
ら
受
け
取
る
高
橋
生
徒
会
長
。

市
内
の
中
学
校
で
は
６
校
目
の
設
置
で
す

　飯豊中学校(岩淵正充校長、生徒352人)は２日、県

民共済生活協同組合(加瀬谷勝彦代表理事・盛岡市)か

らＡＥＤ(自動体外式除細動器)１台が贈られました。

加瀬谷代表理事は｢緊急時の備えとして、活用してほ

しい｣と高橋翼生徒会長(３年)に手渡し、高橋君は｢人

命救助に役立つものなので、大切に使わせていただき

ます｣と感謝の言葉を伝えました。

　ＡＥＤは、心臓発作による致死的な不整脈を正常に

戻す装置です。必要な操作を音声で指示してくれるの

で、一般の人でも安心して操作ができます。

まだまだ現役。キラキラと

　

　地域にある資源を生かして、自然を楽しみながら自

分で考え、仲間を作り、視野を広げるなど、新たな感

性を磨いてもらおうと口内町都市交流事業｢山村宿泊

体験｣は、11日・12日の１泊２日で行われました。参

加したのは口内小、黒西小、黒東小の児童22人。農

作業や調理、昔の遊び体験、星やホタルの観察など、

普段できない体験に生き生きと瞳を輝かせていました。

澤藤美羽さん(黒西小４年)と金野瑠花さん(同３年)は

｢収穫したブルーベリーがおいしかったし、夕食をみ

んなで作ったのが楽しかった｣と満喫したようです。

口内町でプチ・グリーンツーリズム

星だ！ホタルだ！里山だ！

　北上地区いきいきシルバースポーツ大会(北上市、

西和賀町など主催)は11日、北上総合運動公園陸上競

技場で開催されました。今回で４回目を迎えた大会に

は、応援を含めて約700人が参加し、晴天の中キラキ

ラと心地よい汗を流していました。

　健康と長寿を願うこの大会は、９月に行われる県大

会の予選も兼ねており、ボール送りや徒競走、長寿

リレーなど10種目の競技にシルバー世代の皆さんは、

青春時代の輝きと変わらず、一生懸命に取り組んでい

ました。

星
の
輝
き
は
美
し
い
…
輝
く
未
来
を
築
く
た

め
の
体
験
の
１
㌻
に
な
っ
た
か
な

３
千
〜
４
千
年
前
の
土
製
品

で
、
昭
和
51
年
の
調
査
で
出

土
し
た
も
の
で
す
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1,042,000円数字数字にに見見るる北北上上 24件⑧⑧

何
の
数
字
？

ツキノワグマ目撃件数(生活環境課調べ)　

　平成20年度のツキノワグマ目撃件数です。過去

５年間で一番少ない件数ですが、人がクマに襲われ

る被害が２件ありました。

　年によって大きく件数が変わりますが、農作業中

などにツキノワグマの目撃が報告されています。こ

れからは夏休みでキャンプ、バーベキューをする機

会が増えます。生ごみなどは絶対に捨てないように

してください。残飯などの味を覚えたクマは、人里

周辺にまで接近し被害を与えることがあります。 

　山や森に入るときや農作業をするときにはクマの

出没に十分注意し、鈴やラジオなど音が出るもので

自分の存在を周囲に知らせ、万が一遭遇した場合も

慌てず、騒がずクマを刺激しないようにしましょう。

地
元
に
根
ざ
し
た
物
語
を
創
作

児
童
文
学
作
家

並
な

み 

木き 

美み 

路ろ(

鈴 

木 

一
か

ず 

幸
ゆ

き)  

さ
ん

　

｢

エ
ン
デ
森
に
春
が
来
て
、
マ

ー
と
い
う
名
の
雌
ガ
ラ
ス
と
ヤ
ー

と
い
う
名
の
雄
ガ
ラ
ス
と
の
あ
い

だ
に
、
あ
る
日
、
五
つ
の
卵
が
産

ま
れ
た｣

。
こ
の
エ
ン
デ
森
と
は

飯
豊
森
の
こ
と
。
わ
た
し
た
ち
に

な
じ
み
深
い
方
言
も
出
て
く
る
北

上
を
舞
台
に
し
た
童
話
『
エ
ン
デ

森
の
カ
ー
』
の
一
文
で
す
。
こ
の

童
話
は
児
童
文
学
作
家
、
並
木

美
路
さ
ん(

口
内
町)

の
作
品
で
す
。

並
木
さ
ん
の
童
話
は
実
話
が
も
と

と
な
っ
て
い
て
、
ほ
か
に
も
『
氷

つ
ば
め
の
秘
密
』
や
『
雪
う
さ
ぎ

の
冬
』
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
北

上
を
舞
台
に
し
た
童
話
で
す
。

　

並
木
さ
ん
が
童
話
を
書
く
よ
う

に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら

読
ん
で
い
た
宮

沢
賢
治
の
童
話

と
い
い
、
読
ん

で
い
る
う
ち
に

自
分
だ
け
が
書

け
る
童
話
が
あ

る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
、
書

き
始
め
た
の
が

っ
た
と
笑
い
、｢

子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
で
、
地

元
に
根
ざ
し
た
童
話
を
書
き
た
い
。

実
在
の
地
名
を
使
っ
た
の
は
、
童

話
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
だ
が
、
実
在

の
地
名
を
使
う
こ
と
で
親
近
感
を

持
っ
て
も
ら
い
、
身
近
に
感
じ

て
ほ
し
い｣

と
話
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
環
境
問
題
を
テ
ー
マ

と
し
た
童
話
を
書
き
た
い
と
話
し
、

｢

自
分
が
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
を
書
き
た
い
。
子
ど
も
だ

け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
に
楽
し

く
読
ん
で
も
ら
い
た
い｣

と
話
し

て
い
ま
し
た
。　

20
歳
の
と
き
。
し
か
し
、
当
時

は
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
イ
ン
ド
を
４
カ
月
間

旅
を
し
、
お
互
い
に
助
け
合
う
姿

を
見
て
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

帰
国
後
、
土
木
作
業
員
と
し
て
働

い
た
思
い
出
を
書
い
た
『
も
ぐ

ら
の
日
々
』(

『
エ
ン
デ
森
の
カ

ー
』
に
併
録)

を
出
版
社
に
投
稿
。

そ
れ
が
目
に
留
ま
り
、
『
氷
つ
ば

め
の
秘
密
』
を
出
版
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

並
木
さ
ん
は
学
生
時
代
は
作
文

な
ど
を
書
く
こ
と
は
好
き
で
な
か

20H16 17 （年）19
0
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わ
た
し
た
ち
に
な
じ
み
深
い
方
言
も
出

て
く
る
北
上
を
舞
台
に
し
た
童
話
『
エ

ン
デ
森
の
カ
ー
』

Spotlight 40
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サ
ツ
キ
が
満
開
に
な
る
こ
ろ

｢

お
き
な
草｣

の
花
が
綿
毛
に
な

っ
た
。
梅
雨
入
り
の
前
の
晴
天

の
空
に
、
フ
ワ
フ
ワ
と
飛
ん
で

い
く
の
だ
ろ
う
か
。
タ
ン
ポ
ポ

の
花
が
冠
毛
に
な
り
、
風
に
乗

っ
て
四
散
し
て
い
く
様
子
を
連

想
す
る
の
だ
が
、
飛
ん
で
い
る

姿
は
見
え
な
い
。
タ
ン
ポ
ポ
の

よ
う
に
飛
ん
で
い
っ
て
増
え
て

ほ
し
い
と
思
う
の
だ
が
、
今
年

も
プ
ラ
ン
タ
ー
の
株
以
上
に
は

増
え
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。

　

な
ら
ば
希
少
と
な
っ
た
日
本

タ
ン
ポ
ポ
を
増
や
し
て
み
よ
う

と
思
い
、
庭
に
は
び
こ
る
西
洋

タ
ン
ポ
ポ
を
除
去
し
続
け
た
が
、

生
命
力
が
強
く
て
日
本
タ
ン
ポ

ポ
は
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う

で
あ
る
。
環
境
に
問
題
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
除
草
剤
の
使
用

は
控
え
て
い
る
の
に
、
綿
毛
に

な
っ
て
ど
こ
か
も
っ
と
条
件
の

い
い
と
こ
ろ
に
飛
ん
で
い
っ
て

綿
毛
の
飛
ぶ
こ
ろ

し
ま
う
よ
う
だ
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
、
両
親

は
庭
の
古
い
ク
リ
の
大
木
を

見
て
は
懐
か
し
そ
う
に｢

こ

の
木
は
叔
母
の
誕
生
記
念｣

、

ヒ
オ
ウ
ギ
の
花
を
見
て
は｢

こ

の
花
は
祖
母
が
好
き
だ
っ
た｣

と
教
え
て
く
れ
た
。
衰
退
し
絶

え
そ
う
に
な
る
と
跡
継
ぎ
を
植

え
て
い
た
。
保
護
す
る
た
め
か
、

草
取
り
に
精
出
し
て
庭
に
除
草

剤
は
使
わ
せ
な
か
っ
た
。
た
か

が
野
生
の
タ
ン
ポ
ポ
で
あ
っ
て

も
、
古
く
か
ら
あ
る
希
少
の
も

の
は
増
や
し
た
い
と
思
う
の
は
、

そ
ん
な
思
い
出
の
せ
い
か
も
し

れ
な
い
。
父
が
大
切
に
し
て
い

た
日
本
タ
ン
ポ
ポ
、
母
が
喜
ん

で
い
た
お
き
な
草
の
変
化
。
こ

の
季
節
、
庭
の
草
取
り
を
し
な

が
ら
思
い
に
浸
っ
た
。

　

タ
ン
ポ
ポ
の
花
言
葉
は｢

幸

福
を
知
ら
せ
る
花｣

だ
と
い
う
。

た
く
さ
ん
の
幸
せ
を
知
ら
せ
て

ほ
し
い
の
だ
が
な
か
な
か
難
し

い
。
自
然
力
に
依
存
す
る
の
み

で
努
力
な
し
で
は
幸
福
は
や
っ

て
こ
な
い
の
だ
と
の
教
え
か
な
。

　

額
の
汗
を
ぬ
ぐ
い
つ
つ
晴
天

の
空
を
見
る
。
や
は
り
綿
毛
は

見
え
な
か
っ
た
が
、
両
親
の
笑

顔
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

き た か み 物 産 館

中央図書館☎63－3359

江釣子図書館☎77－2215

和賀図書館☎72－2322
▲ ▲ ○

《７月の新着本から》
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ふ
し
う
し(

臥
牛)

と
う
ふ

大
豆
の
豊
か
な
風
味
が
楽
し
め
る

　 (左)小田島美保子 さん
　 (右)佐藤　恵美子 さん

臥牛とうふ工房
臥牛11-33-1

(小原)☎66-5809

地
元
産
の
大
豆
で
安
心
安
全

　

毎
週
水
・
土
曜
日
の
み
の
生
産
。

昔
な
が
ら
の
製
法
で
、
北
上
産
の

大
豆
を
使
用
し
て
作
ら
れ
て
い
る

木
綿
豆
腐
。
大
量
生
産
の
豆
腐
と

は
異
な
り
、
ズ
ッ
シ
リ
と
重
み
を

感
じ
ま
す
。
大
豆
本
来
の
風
味
を

そ
の
ま
ま
生
か
し
て
い
る
ん
で
す
。

　

市
内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

の
出
荷
が
メ
ー
ン
で
す
が
、
同
工

房(

午
前
８
時
ま
で)

と
産
直
施
設

｢

あ
ぜ
み
ち｣(

流
通
セ
ン
タ
ー)

で

も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

でんじろう先生のカッコいい！科学おもちゃ
　　　　　　　　 　　　　米村でんじろう
カレーのひみつ 　  　ひさかたチャイルド
新・子どもたちが地球を救う50の方法

　同制作委員会
からほり亭で漫才！ 　   藤田　富美恵
ガーデンツリーお手入れ便利帳  高田　宏臣
中小企業は進化する　　　　　  中沢　孝夫
匠道 イチローのグラブ、松井のバットを創
る職人たち　　　　　　　　　　  松瀬　学

※工房で購入する場合は、２日前までに代表の小原孝也さんへ予約してください。

　無告の歌びと大西民子。そ
の魂を故郷盛岡へ迎え入れる
契機となった、岩手日報社発
行『北の文学』入選作を含む、
本格的大西民子鑑賞研究。

『無告のうた　　　　　　
　歌人・大西民子の生涯』

川村　杳
ようへい

平  著
角川学芸出版

　色鮮やかな模様をした、と
ても活発な甲虫、ハンミョウ。
体のつくりや、オスとメスの
交尾、産卵、幼虫から成虫へ
の成長の様子など、その生態
を写真で詳しく解説。

　 『ハンミョウ』
栗林　慧  写真

日高　敏隆  総合監修
　　アスク



詩
歌
倶
楽
部

こ
ん
にち

は あかちゃん
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＝ 

中
高
生
の
詩
歌 

＝

お父さん 小野寺拓也さん
お母さん　     　麻里さん

小野寺   優
ゆ づ き

月 ちゃん

優しい子に育ってね !!

元気で明るく、思いやり
のある子に育ってね。

お父さん    髙橋  裕之さん
お母さん　    　  美和さん

髙橋  美
み な み

南 ちゃん

　　　　
（二子町・８カ月 )

平成20年11月12日生まれ

（相去町・10 カ月 )
 平成20年９月19日生まれ

7
月
24
日 

#40

☆どんなクラスですか？

☆児童たちへのメッセージ
　卒業するときの自分をしっかりイメージして、目標に

近づけるよう生活していきましょう。また、卒業まで残

り９カ月、一日一日を大切に過ごし、友達との思い出を

たくさん作っていきましょう。

・楽しくて、ダンスがうまい人が
  いる(毛

も う り

利）

・明るくて元気(豪
ごう

)

・笑顔がいっぱい(奈
な つ き

都希・凛
り お

麻）

・先生がかっこいい(男子)

・にぎやかで盛り上がる(女子）

南
小
学
校
６
年
３
組

村上 拓也  先生

向
日
葵
に　

負
け
ず
に
輝
く　

あ
の
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田　

明
日
香

下
を
向
く　

わ
た
し
を
つ
つ
ん
だ　

天
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

茉ま

お央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

東
陵
中
学
校
三
年
生)

－ －14平成21年７月24日



トス
ィ

今月の

テ
ー

ア

あなたもこのページに登場しませんか？
　各コーナーにご協力いただける人（自薦・他薦を問いません）を募集しています。地域づくり課広聴広報係までお問い合
　わせください。　　3246・3247内線

no.27no.27

サークル訪問サークル訪問サークル訪問

　自宅で購読している新聞を持ち寄り、心
に残ったことやみんなで話し合いたい記事
について感想を語る会です。平成13年４月
に地域の父母や元教師を中心に結成し、７
月に100回目を迎えました。
　活字離れが心配される中、新聞は大人に
も子どもにもよい教材。政治や農業、高校
野球など毎回いろいろなテーマが飛び交い
ます。｢同じ記事でも読む人によって感じ
方がさまざま違う｣｢複数の新聞を比べるこ
とも楽しい｣という感想が寄せられていて、
気軽な雰囲気で活動しています。

 ◎活動日…毎月第２火曜日
　　　　　 午前10時～正午
 ◎活動場所…黒沢尻北地区交流センター
 ◎問い合わせ…小笠原味佐枝 ☎64-0758 

まうすりぃ(新聞を読んで今を語る会)

伊藤 郁
ふみ や

哉くん
（江釣子幼稚園・６歳）

夕
ゆう

涼
すず

み会
かい

のお化
ば

け屋
やし き

敷。暗
くら

くてお化
ば

けがいっぱいいたけど泣
な

かなかったよ。
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